























































































久保（1952）は広島で主に爆心地から 1～3 km で被爆した 54人の被爆直
後の行動を個別面接により調査した。恐慌前期（第 1刺激群），恐慌（第 2，




























昇がみられ，V 字に似たパターンが認められた（西本ら，1998 a ; 1998 b）。
以後，調査・検討を行ったところ，震災後 2年 3ヶ月で上昇した症状レベル
には 5年 4ヶ月時点でも目立った低下がみられず，特に 4年 5ヶ月後では項
目により 1ヶ月後を上回る数値を示すものもみられるなど，災害ストレス反
応の長期化，もしくは回復過程の複雑さを示唆するような結果が認められた
（西本ら，1999 ; 2000 ; 2001）。
本稿では症状レベルが直後とほぼ同等かつ，症状によっては数値的に上回る










































































































いて多重比較を行った。男子では 1回目＞2, 7回目，2回目＜5, 6回目（全て







































































Table 3 居住地別にみた心身症状 （単位は％）





























































































































































































Table 4 震災被害の有無別にみた心身症状 （単位は％）




















































































































































































































（Green, BL, 1994 a）。平常から女性に心身症状の訴えが多い傾向があるとい
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